






























1所 長 増 本 健
平成元年4月1日 から平林前所長の後を弓1き継 足したのが始まりで,第1次 世界大戦の影響によ
いで本所の所長として重責を担うこととなった。 り漕外からの物資の輸入が極度に制限され,こ と1
任期3年 間に是非やり遂げたい事項は数多くあ に化学薬品や鉄鋼の自給の必要に迫られて,不 燃
る。とりわけ,本 所が全国共同利用機関として生 性セルロイドの研究を第/部,鉄 鋼の研究を第2
れ変った事に伴う諸問題の解決が最優先の課題に 部として発足したのである。その後,と くに鉄鋼
なろう。共同研究をより有効にし,実 績を挙げる の研究の重要性から/919年 には鉄鋼研究所に,ま
には,研 究体制 ・組織の整備,研 究施設や設備の た1922年 には拡大されて現在の金属材料研究所
充実が強く望まれる。昨年度は103件 の共同研究 に改名された。また,第2次 大戦後は我が国の復
が行われ,24件 の研究会が開催され,延 べ約2『二 興に欠かせない工業材料の研究の立ち遅れを回復
人の所外研究者が来所し,ま た4つ の新設客員研 すると言う時代的要詰に基づいて研究部門の増
究部門には著名な国内外の研究者が着任された。 設,施 設や設備の整備が行われて来た。そして,
このような所外との交流は本所員の研究活動に刺 本所はその時代の要請に答えて多くの実績を挙
激を与え,所 の活性化に貢献したことには間違い げ,我 が国の工業発展に大きな貢献を果して来た




ない。また,共 同研究をより有効に行ない,有 意 変化した。民間企業の研究への投資の増大と研究(





である。 米諸国から日本の"科 学技術のただ乗り論"が 出










を目指して,独 創的,先 駆的な材料科学の研究を 境と最新の設備の充実が不可欠である。現在のよ
推進する必要がある。とくに,材 料研究における うな粗悪な研究環境と前時代的な設備の下で単に
新しい知見が短期間の内に多方面の応用技術を呼 研究者の熱意と努力に頼ると言う時代ではない。






断であったと言える。ところが,現 実の本所を取 具体的には,研 究棟の新築,研 究設備の充実,大
り巻く環境は決して良い状態にはない。めざまし 学院又はポストドクター制度の導入,材 料情報セ





















ました。また,低 温核融合の討論会にも顔を出す 現在,酸 化物超伝導体では高温 ・高磁場下で臨
など,滞 在中は有意義に週しております。そして 界電流密度が0に なってしまうという磁束クリー
部屋には電話がかかって来す,別 天地のような所 プが問題となっており,金 研の共同利用研究会で
で思考に没頭することができます。 もこれに関連した部分が大きく取上げられまし
一3一
た。この他にも,高 温下では揺らぎの効果が大き すなわち,磁 束クリープのために有効なピンニン
りよく








磁束の動きを止めるピンカが弱いから,そ の運動 つつ,時 の経つのも忘れてこのような事を考えて
が生じただけなのです。このような材料では真の おられるのは私自身にとって大きなプラスと言え
相移転は抵抗測定法によっては得られません。 ましよう。このような機会を与えていただいた武
この事実から酸化物超伝導体を見たとき,や は 藤先生,な らびにお世話をいただいています小林







難 論覇藷 総 潔 瞬 傭 髄7蝋'r
ll薫溝 灘 ㌦蟹.翻 、
誌鍵 嘉瀦 琶酷 芝蝋 讐2ダ 、.5闘 ゴ滋r(
羅 難鵜 懸ll謂 懇1
席した教授会の雰囲気,デ ィスターブのない,開





週間後に会社に戻るとメイルボツクスはパンク こうすると,会 議 人の訪問,人 との細束事を受




まう。そこで,こ れを打破するには予定表の大分 からである。今となっては少々,負 荷が大きいと
先まで,研 究の時間をしっかりととって記入し,後 栴するが,良 きトリが一となったと思う。時間
人から都合を聞かれてもその日は都合が悪いと断 がかかっても是非,マ イクロクラスクーの安定性
わるべきだと思つていた。そうは言うものの,人 解析にも発展させたい。
から都合を聞かれると,な かなかそうはゆかず,余 談になるが,MITで の私の指導教官である
つい譲ってしまうことになる。それで振り返ってFlemin8s教 授が東大でサバティカル ・リーヴを




年,計 算状態図や分子動力学法等の研究に方向を を見い出したように思うが,先 日,60オ である先
変えて,基 盤となる基礎学問,特 に物理をしっか 生に現在の心境をお尋ねした処,定 かなお答えを
(り 勉強したいと思っていた。客員研究のテーマと 受けなかったように思う。帰国されるまでに先生
して選んだのはシリコン表面へのH,○ の吸着の のお答をうかがうのを楽しみにしている。
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強 くて軽 いアモル ファスアル ミ合金の開発
非平衡物質工学研究部門
新 素 材 開 発 施 設
液体急冷法による合金のアモルファス化により はAl一 希土類金属2元 系およびAl一 希土類金属
高強度、高靱性な材料が得られることが見出され 一遷移金属とAl-IV、 〉、Vl族遷移金属一>ll、Vlll





(い る。%)合 金の引張強さは1 ,140MPa、 ヤング率は7/,
Al基 合金は、Fe、Ti、Cu基 合金などと同様200MPa、 ヴィッカース硬さは300で あり、これら
に・工業上重要な金属材料である。このため、ア の高い値は約5/0Kの がラス遷移温度近傍まで保
モルファス化により高い比強度と良好な耐食性を 持される。引張強さや硬さは従来のAl基 結晶質












(大 別される.前者の系の代翻 はAl_遷 移鋸_竃
SiやAl一 遷移金属一Ge系 であり、後者の合金系Rチ タン合金
盟20
1'5^呂 竪コル,用
一 團 ■ ■ ■ ■ アルミ合金)
1.0'＼-18'"8ス テンvス 鋼




写真1温 間押出によ り作製 したAl基 アモルファス材 図1温 度上昇に伴 う抗張力/密 度 の変化
一9一
MPa、180)の 約2倍 にも達しており、図/に 示す おり、3元 系合金では飛躍的に増加することが予
ように引張強さの密度に対する比も実用チタン合 想される。今後の研究の進展により・さらに優れ
金 を大きく上回っていることが注目される。さら た機械的性質とバルク成型性を示すA1基 アモル
に、Al一 希土類金属一Ni系 やA1一 希土類金属一 ファス合金が見出される可能性を十分に秘めてお
Co系 アモル ファス合金 は結 晶化 を起 こす前 の り、高い比強度をもつ軽合金系の新素材として官
5/0～535Kの 温度域で過冷却液体 に遷移する特 学のみならす産業界からも多大な関心を集めてい















/989年3月23巳 所長室において,日本学術振 る10数 ケ所の産学研究所分析室を中心に,鉄中の
興会製鋼第19委 員会(坂 尾 弘委員長)よ り技術 酸素の機器分析の下限を明らかにすると同時に・
部に対して送られた感謝状の贈呈式が行われた。 より微量の酸素分析技術の開発およびその確立





日本学術振興会製鋼第/9委 員会においては,ま ー■ …r.・ 一 ・-t・"
す,鉄 〔Pの酸素の/0ppm以 下という微量分析に関 高純度電解鉄 と試作 した微量酸素分析用高純度鉄
する共同研究を立案した。すなわち,我 国におけ 標準試料
一10一
同研究が計画された。 しかしなが ら,肝 心の/0技 術部(1日 工場)に おいて始められた。最初は溶
ppm以 下という微量酸素が均一に含まれている 解鍛造を中心に技術開発実験が繰返し行われてき
基準となる高純度鉄は全く市販されていない。 たが,/987M988年 の2年 間,月2回 平均の割合
このような状況において,日 本学術振興会製鋼 で 「高純度鉄一炭素合金の試作 とその性質」に関
第A9委 員会より昨年(1988年)春,本 所平林 真 して約30名 によって研修が行われるに至った。そ
所長の許へ,微 量酸素分析共同研究用高純度鉄の れらと並行して,高 真空溶解炉の開発,熱 間加工
試作依頼があった。そこで,本 所技術部は,木 村 用アルゴン雰囲気熱処理炉の設置,塑 性加工用溝
宏教授ならびに安彦兼次助手の御指導のもとで,ロ ールの改修,ス エージング機の完備,矯 正機の
東邦亜鉛㈱より高純度電解鉄の提供を受けて,約 新設,セ ンタレスグラインダーの更新,NC旋 盤
/年 掛りで含有酸素量が3お よび7ppmの 二水 の新設など多くの関連機器の開発を含む整備とそ
準の高純度鉄試イ乍に成功し,酪5㎜,長 さ/SOれ らの取扱腋 術の修得,さ らに本所技術謝 析
mmの 丸棒を各々り.5kg分 を本年2月/3日,日 本 技術開発班の協力に支えられて,本 所における高
学術振興会製鋼第19委 員会へ提供することがで 純度鉄およびその合金の作製技術は,我 国におい
(き た。なお,上 述 した酸素量は,本 所技術部分析 てはもちろん,世 界的にみても最高レベルに発展
技術開発班の協力で得られた値であり,今Eヨ(5し てきた。その地味な10年 間における技術部職員
月/8日)ま でに得られた微量不純物の分析結果は の努力によって,こ の度の微量酸素を含む高純度
S,P,N,Si:≦5ppm鉄 の試作が成功 したものである。
Cu,Ca,=～2ppmこ のように,高 純度試料の作製はきわめて長い


















































































「磁 力の 効 用 」
(構1謙難讐li馨磯懸
　ドイツやが ンワ　げ
/3:20強 磁場の科学(通 訳付)職 力e控っk診断,f■ 罰
フォン ・クリッチング教授_盤 樂 羅 観螂
(/985年 ノーべ糊 理学賞受賞者)・ 一'n
,凋 繰 勘
14:00磁 力を使った診断法 舶欄柳堰長
小暮久也 東北大学医学部教授 備 ・搬 … ㎜ 幽 叩 嗣.甦
(14:45～/5=00{木 憩)艦 譲譲 欝/一 一'…E.2i%
15:00磁 気 浮 上 列 車(リ ニ ア モ ー タ ー カ ー).・ 一
ひ
京谷好泰テクノバ会長 鯉,「 ■
15:45本 多先生と東北大学 焔 、 〆'pt1欝 軸
増 本 健 菓 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 長. ,,.∴_騨 謝齪 、鵬
(以 上)/
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子物性の変化に注目した研究が,国 内,国 外共に かにして捻出するかがいつも世話人の苦心する処
急激な活況を呈しつつある。 である。幸い,(財井上科学振興財団の援助を得て,
九大大型計算機センターを通じてINSPECを 検 われわれは米,独,仏 の研究者を招待することが
索した処,昭 和58年から同63年までの僅か5年 の 出来,当 研究所の共同研究計画の旅費予算を国内(
短期間に出版された論文は,1万 編を越える。ご 研究者の参加に充当した。
の微細化の極端な場合が,巨 大原子凝集体(マ イ ワークショップのプログラムは,下 記の通りで
クロクラスター)で ある。その寸法は原子数が数 あったが,研 究発表の後,自 由討i議のセッション
ケ乃至数百ケの集合に対応する大きさで、その外 を設け,国 際共同研究の課題としてどのような問
殻電子に及ぼすイオンのポテンシャルは原子,分 題を選ぶべきかを討議した。その結果,(り磁性ク
子のそれでもなく,又,固 体状態に対応する周期 ラスター,② 包接化合物をマトリックスとするク
的ポテンシャルでもない、原子/分 子状態と固体 ラスターとその長周期整列効果,③ 走査型トンネ
状態との中間寸法における物質の物理的性質をわ ル顕微鏡,走 査型電子顕微鏡,光 電子分光による
れわれはメソスコピツク(Mesoscopic)尺 度での クラスター状態の解析とその結果の相互関連性,
物性という。この領域での物性は,そ の尺度特有 ⑳クラスターにおける化学反応の特異性,な どが
のもので,原 子の凝集数(個 数)に 著しく依存す 今後重要な研究項目として考慮されるべきである
る化学反応性,構 造安定性,光 学特性などが我々 という結論を得た。研究上の討議のみならす,第
に新しい物質観の必要性を示唆している。そこで,一 日目のタベには懇親会を催して、個人的な親交
この間題を主題に国内外の研究者約60名が集ま の実を挙げることが出来たのも,見 えざる収穫と




















































































公募人員=教 授1名 提出書類:・ 履歴書
所属部門:超 伝導物理学部門 ・研究業績リス ト
専門分野=各 種超伝導体の物理,超 伝導材料の基(原 著論文,総 説,著 書別に区分)
礎物性の研究を行う。特に,本 所超伝 ・主要論文別刷 り 伯 編以内
導材料開発施設の実験設備を活用する(業 績リストに○印をつける)
ことが期待される。なお,本 部門は本'今 後の研究計画(2000字 以内)
学大学院理学研究科物理学専攻を担当 宛先および 〒980仙 台市青葉区片平2一 り一1
する。 問い合 せ先 東北大学金属材料研究所
着任 時期:1990年4月1日 以後のなるべく早い 深瀬哲郎
時期 電話022-227-6200内 線2922











所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
奮 彗 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
890/01酸 化物高温超伝導体の発現機構と物性 新 潟 大 ・理 加賀 裕之 立木研 立木 昌
890/02・sCl型Sm鋸 間化snの 灘 琉 球 大 ・理 知 崎彌 藤 物 金子魏B
890/03希 土類ラーベス型金属化合物の磁性の圧力効果 富 山 大 ・理 佐藤 清雄]]金 子武次郎
890/04ク ロムカルコーゲン化合物の磁性の圧力効果 横 浜 国 大 ・工 禅 素英])金 子武次郎
890/05難 藷 翻 翻 鑛 用を持つ磁靴 舗 嚇 八 戸 工 大 畑 悟 ・ 金子武次郎
890/06氷 の高圧相における状態図 弘 前 大 ・理 佐藤幸三郎 刀 金子武次郎
890/070sOl型 希土類金属間化合物の磁性 九 州 工 大 北井 哲夫 刀 金子武次郎
890/08畿 蕪 纏 稽 鶴 鑛 を持つ金融 灘 体の 慶応大・理工 姜西修一郎 ・ 釘 武次郎
む
890/09遍 歴電子磁性体の圧力 ・磁場誘起磁気転移の研究 東北学院大 ・工 鹿又 武y)金 子武次郎
890/10NiAs型 化合物の強磁場 ・高圧下の研究 東 北 大 ・教 養 上村 孝yy金 子武次郎
890/11酸 化物高温超伝導の高圧下における物牲 東 北 大 ・工 斉藤 好民y]金 子武次郎
890/12RMn2の 磁気転移点に及ぼす圧力効果 熊 本 大 ・教 養 巨海 玄道 刀 金子武次郎
890113臨 藷 讃 面のRougheningT「ansition東 工 大 ・理 麺 雄一 ・」椰 圃 牧夫
89020憐 光炉【こよるRBa・Cu・0・ 一・単結晶散 法の研 無 機 材 研 北村 健二 ・・7J、 松 啓
890202ZrO2-COO系 の共晶単結晶の育成と評価 東 北 大 ・工 越後谷淳一yy林 成行
890203結 晶の成長機構と形態の理論的研究 慶 応 大 ・理 工 斉藤 幸夫]]上 羽 牧夫
89・2・4監 程「-Oa-Cu一 〇系超1講 酸化物の髄 と 撒 大 ・鱒 藩 重穂 ・・7J、 松 啓
890/14お 離 邸 髄YbF&α 型の希土類鉄酸化物 お茶の水大 理9]・p翠 中ノII研中ll陳 日召
890MsSm化 合物の強磁場磁化過程 富山県技短大 前沢 邦彦yy木 声 義勇
一17
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
奮 弩 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
む
8904/6磁 性体の磁場誘起相転移の研究 電 総 研 西原 美一 〔P川研 木戸 義勇
8901り爬 編 羅 一B系 アモ/レファ姶 金鵬 晶化齪 学習院 大・理 細 正 ノ 中川 闘
む
890/18Er1..Lu。Co2の 強磁場 効 果 京 大 ・工 志 賀 正 幸 刀 木 戸 義勇
む
890/19多 核金属錯体の磁性 東 北 大 ・理 伊藤 翼 〃 中川 康昭
む
890120金 属問化合物の磁気分離とその磁気的性質 東 北 学 院 大 木戸 眞美 〃 木戸 義勇
89・12/蛋 轟 島 晃一ションを持つ三角格子反髄 京 大 理 揺 髄 ・ノ 木戸 義勇
ロ
890122Yb及 びSm化 合物の磁性 東 北 大 ・理 笠谷 光男7]木 戸 義勇
ド
89・123羅 金酷 金の電気伝導と磁牲の欄 こついての 岩 大・工 細 弘毅 中道研 中道 願'
む
890205金 属間化合物の局所立体構造の分析 山 形 大 ・理 上川 友好 〃[P道 琢郎
89・a24銅 カルコゲナイドiこおける秩鵬 造の研究 新 潟 大理 舳 昭次 藷蜘 渡辺wa
ロ
890125Naの 相転移前駆現象の研究 筑 波 大 ・物 理 大嶋 建一yy渡 辺 洋右
890126難 野 温超伝導体の輸送現象と納 傾1こ 関す 副 大 ・鞭 森 克徳 武藤研/」、林 期
89・127徳 斐鋸T-TTF)・13を 主とした醐 云導体 東 邦 大 ・理 細 晃示 … 」、林 期
ロ
890128半 導体黒リンの磁気抵抗効果 岩 大 ・工 馬場 守 深瀬研 深瀬 哲郎
89012喉 騰/AIGaAs2次 元電子系の強磁場下の基 学 習 院 大 ・理fll路 紳治 」]深 瀬 哲郎
890130製 顯醗5あ 勢 駕 美場 染Ge)1こ おける 電 総 研 脇 献 凄)器/」 、野寺秀也
890131羅 塩の部潴 造因子とイオン間ポテンシャ/レの 九 大 ・教 養 舳1言 一 〃 山□ 鵜
89・1328密 舗 鷺臨 簾 つMn・a-x・Fe3xM(M=芝1肛 大 ・エSiE富 栄 ・/山 □ 泰男
890133難 化物超騰 体の融 韓 気抵抗と低流 晶構 筑 波 大 ・物 質 細 崇 ・・ 山・ 泰男(
む
890206NiAs型 化合物の電子状態と磁性の研究 東 北 大 ・教養 上村 孝//大 橋 正義
　
890G34結 晶の塑性変形に於ける多転位系の動的挙動 岩 大 ・工 今井 和郎 角野研 角野 浩二
む
890135Si中 のFe,AuのESRに よる研究 九州芸工科 大 吉田 正幸 刀 角野 浩二
む
890A36有 機結晶中の欠陥のX線 トポグラフによる研究 横浜市大 ・文理 小島 謙一 刀 角野 浩二
89・137湧罐 嗣 群 炭化物[こよる高輝蝿 撤 蜘 料 東北大 ・科研lkm魁 ・/鰹>9=
ゆ
890207半 導体中の欠陥の発生過程 金 沢 大 ・教養 馬替 敏治 刀 角野 浩二
890208餅 度Fe一 り5%C「 給 金の醗 晶1こ関する研 京 大 ・工 牧 正志 本柵X村 宏
む
890209高 純度鉄合金中の微量元素分析 金 材 研 大河内春乃yy木 村 宏
890210奨 辮 甫腋 気共鳴(NMR/ON)法 の纏 合金 新 潟 大 ・理 醐 直]]舳 黎戸ヨ
ー18一
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
奮 弩 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
　
8902/1超 微細相互作用における数値計算 電 総 研 綿鍋 博志 木村研 花田 黎門
む
8902/2核 融合炉鉄鋼材料の照射効果 東 理 大 ・理 工 井形 直弘 茅野研 茅野 秀夫
890/3晦 露 雛 されたGaAsの 驕 子消滅調 及び 九大・励 研 齢 英一 粘)暴 長谷川獅
む
890/39カ ルコゲン系アモルファス半導体のイオン注入 新 潟 大 ・理 土屋 良海 刀 長谷川雅幸
890/4・ 誤 フオード勧 散乱法1こよる灘 鋸 舞 膜の 京 大 ・化 研 軸 貝U日召 ・ 山□ 繭
む
890/41陽 電子消滅法による粒子線照射損傷構造の研究 北 大 ・工 義家 敏正yy長 谷川雅幸
む
890/42水 素化物に対する高速イオンの阻止断面積 広 大 ・工 大坂 之雄 刀U」 □ 貞衛
8902/3謙 罷誘 鯛 翻'化 学的状態{こよる龍 粒子 名大 ・プ ラ研 細 耕治 ・Qi□ 繭
8goa43臨 黎 講 よる遷移鋸 軸1曼 旭 原子の鞠 京 大 ・エ7j、岩 昌宏 松井研 松井 翻
890/44華 間化舗 複胎 釦 高温クリープiこ関する研 芝 浦 工 大 娠 正久 ・ 麺 靖秀
む
8902/4金 属 間化合 物 中の拡 散 京 大 ・工/j、 岩 昌宏 刀 〔P嶋 英 雄
む
890/45擬 一次元半導体白金錯体における光物性と素励起 横 浜 国 大 ・工 栗田 進 仁科研 仁科雄i一郎
890/46を 男 鱗 稲 繍 酪 翻 寵i翻 謬Au。1・ 東 工 大 ・理istweJ]ノ ノ1二 灘 一良B
ゆ
890/47擬 一次元¥導 体の分光スペクトルと素励起 金 沢 工 大 三嶋 昭臣 刀 黒田 規敬
89・/48饒 坊 姻yタ リング法iこよる薄膜作成技術の 筑 波 大 ・物es1¥寸 上 浩一 〃 仁灘 一郎
8902/5謡 ン胱 法{こよる糖 体および鋸 麺 鵬 の 硅 専修大・理工 舳 木芳R月 〃 仁灘 一郎
む
890/49が ラス転移の微視的機構 金 沢 大 ・理 樋渡 保秋 鈴木研 鈴木 謙爾
む
890/50液 体およびアモルファス固体の中距離秩序構造 新 潟 薬 科 大 柿沼 藤雄 刀 鈴木 謙爾
ロLh890/51UPdlnとUPd
2」nの単 結晶 育成 広大 ・総 合科 学 高畠 敏 郎 〃 鈴木 謙 爾
89・/52藁 肋 リ鋸 のComDton散 乱1こ及胸 励 効 熊本大 ・擁 』海 殖 ノ・ 藤 斌
ロ
890/53液 体 ・非晶体のS(Q)解 析法の研究 高 工 ネ 研 三沢 正勝yy鈴 木 謙爾
890/54RV-Xα 法1こよる非顕 合金の電子状態の研 兵 庫 教 育 大 匙 裕彦 刀 伊藤 斌
　
8902/6微 小液滴の形成と材料創製への応用 徳 島 大 ・工 西岡 一水 〃 鈴木 謙爾
89・217魏 議 縁 ワ ロイング〔こよるアモ/レファス鍮 名 大・工 船 宇一郎 ・ ㌫ 調
8goa55柾 臨 麺 処理1こよる縢 合金の耐高温酸化性 阪 大・・ 軸 鰍 橋本研 橋本 功二
890156碓 鍵 法1こより作成したfNルブメタ胎 釦 酸 慶 応大 ・理 工 勧{建 一 ・ 橋本 功二
89・157薦 驚騒 潔 凝 した多繍Tiα の光アノー 柵 大 ・鋤in基 〃 橋本 功二
む
890158鉄 系およびニッケル系非晶質含金の水素脆化 姫 路 工 大 ・工 山崎 徹 〃 橋本 功ニ
ー19一
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
籍 彗 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
890159藤 離 聖 モ/しファスeeの 不{動態化挙動と皮 中国工技試験所 幽 想B橋 本研 橋本 功二
890160金 属酸化物皮膜の機能と耐食性 北 大 ・工 佐藤 教男 〃 橋本 功二
89・16/懸i鰹 鍮 の高温酸化ならび1こ麺 顔[こ 関 東北大 ・齢 嬬 康男 ・ 簿m=
89・248欝 碕{こよる庸 状態制御の孔食発生機瀞 究へ 東 工 大・工 水流 徹 ・ノ 橋本 功二
む
890162ジ ルコニァの衝撃圧縮 熊 本 大 ・工 真下 茂 庄野研 庄野 安彦
ロ
890163ダ イヤモンドの衝撃合成実験と希がスの捕獲機構 神 戸 大 ・理 松田 准一 刀 庄野 安彦
ロ
890164唄 石の衝撃溶融実験 京 大 ・理 北村 雅夫 刀 庄野 安彦 、
㌦
890165劉1鯉 酸化騨 結晶の灘 圧相輪 及び化学 東大 ・雛 研 醜 購 ・・ 庄野 窮
890166纐 型酸化鵬 晶の解 圧縮下1こおける翫 移の 剣 け ・科研ke治 夫 〃 噛 安彦
890219験 舗 囎 蔑導プラズマ1こよるバイオセラミツ 長 岡 技 科 大wm明 文 ノノ 香川 昌宏
890167ア モルファス合金の触媒作用に関する研究 鹿 児 島 大 ・工 高橋 武重 増本研 増本 健
890168藝 モ/レファス合金を出発欄 とする新規鱗 の調 東北大 ・非水研ts-m彰 ・ノ 躰{建
り
890469ア モルファス合金の応力加熱と高温疲労強度 姫 路 工 大 砂E]久 吉 〃 増本 健
89・1ア0醗 麟 離 より1乍製したFe-SI給 金の組 愛 媛 大 ・工 盤 隆 〃 躰{建
890/ア1会腰M-Si系 液臆 船 鋤 時効析出燗 す 細 大 ・鋤 紐 充 〃 増本{建
む
890220鉄 基非晶質及び準結晶のメスバウァー効果 東 北 大 ・工 深道 和明 刀 潟岡 教行
む
890/72ハ イブリッド化による磁性薄膜の研究 京 大 ・工 隅〕」 兼治 藤森研 藤森 啓安
ロ
89073超 伝導多層膜の作製と物性研究 阪 大 ・基 礎 工 朝〕」 邦輔 刀 藤森 啓安
890221顯3鑛 擁 雛 るFe・Cr窒 化物の舗 と 鶴 岡 高 専 跡 建二 〃 鹸 啓安(
890222憲1購 編 霜 議 ヒsn及 びその人工格強 の 農 工 大 ・工 臆 勝昭 〃 訣 弘毅
ロ
890/74低 熱伝導単結晶作成の研究 九 大 ・機 能 研 今石 宣之 福田研 福田 承生
む
890/ア5酸 化物融液の表面流動現象 早 大 ・理 工 平田 彰 刀 福田 承生
890/76鼻/レ弾 結晶作成力 セス{こおける材糊 学的研 九 大 ・工 論 購 ・ 融 甦
890/ア 籠 魁 離 糠 と髄 および微量成分との反ec大 ・理 魎 弘之 ・ rem承 生
ロ
890178バ ルクZnSe結 晶成長の研究 慶 応 大 ・理 工 松本 智 刀 福田 承生
む
890りア9非 線形光学ファイバー単結晶欠陥制御の研究 電 総 研 大西 紀男 〃 福田 承生
　
890223酸 化物結晶の欠陥制御技術の研究 無 機 材 研 木村 茂行 〃 福田 承生
む
890224融 液からの結晶成長における磁場印加効果 山 梨 大 ・工 春日 正伸 刀 福田 承生
一20一
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
奮 垂 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
む
890/eoBi層 状構造化合物薄膜の電気光学的研究 八 戸 工 大 増田陽一郎 平井研 平井 敏雄i
890225塞 繍 繕1>aDO「lnfilt「ation技 術{こ関する 製 品 科 学 研 鈴木 孝禾… 転 礪
む
890226セ ラミックスの複合化による特性改善 防 衛 大 学 校 中平 敦yy平 井 敏雄
890227馨齪 繍i㍊ 購 識 碧腋 合微*eXOナ ノ 相 模 工 大 天野 忠明 〃 斡 麟
む
890181酸 化物超伝導体の線材化とJc改 善 秋 田 大 ・鉱 〕」 永田 明彦 花田研 花田 修治
む
890182高 純度形状記憶合金の作製 東 北 大 ・選 研 松本 實 刀 花田 修治
89・228羅 糎翻 法[こより製作したAI一〕合金の撫 菓 北 大 ・工 濫 辰彦 ・ 舳 修治
890229轄 羅 状記翻 丁1Pd系 合金の魏 挙動1こ関 東北 大選 研 守護 翻 ・ノ 舳 修治
890230醗 醤冷{こよって製1乍したNi・A係 合釦 鰍 岩 大 ・工 田騨 ・夫 ・ 舳 修治
890183翻 雁 翻 屍ゲツト胱 核破砕如 こついての 金 沢 大 理 躯 浩 八木研 淋 胡
89・23/漸 考吾華型 詔 孟藏 ム1ヒ舗 鍼 のため 鎌 大・医短 天野 訴 〃k木 胡
890184護 簾 馨鑛 合サーメ'y順 の高分解能鰯 顕微 名 大 ・エts・P厭 轄 研 ・F・es.賢二
890185霧 鶉 聾 雰 イ平魂 論 鑛 鋸 灘 金{こ 阪 大・産 研 軌 謙一 〃 頼 賢二
　
890/86酸 化物高温超伝導体の組成分析と結晶化学 東 北 大 ・工 斉藤 好民 広川研 広川吉之助
890/8ア ニ元系ウラン化合物の純良単結晶育成 筑 波 大 ・物 質 矢貫 惇睦 杢洗施 四竈 樹男
ぴ
89・232難 繕1こ 関する超高感度ウラン'ト リウ紛 析 薦 工大 ・原研 平井 昭司 ・ 三頭 醐
89・233糠 棄鵠 醸 暮醜 ラミ'yクスの照射損騨 動 金 材 研 癬 仁 〃 瞳 鵬




チ タ ンの 」3〈1123>/1123/刃 状 転位 の芯 構 造 の 計 算機 シ ミュレー シ ョ ン
(腿ヒ井fi圷 箕西 立}旨秀)
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最近発表 された論文等 リス ト















89-005Srz.egCag.glCuO2の 合 成 と 結 晶 構 造 山 根 久 典 ・ 宮 崎 譲 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会












89-OO8非 晶 質Si-N-C微 粉 末 の 高 温 に お け る 微 細 構 造 天 野 忠 昭 ・ 伊 崎 寛 正 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会

















89-014Al203/si3N4ナ ノ コ ン ポ ジ ッ ト 中 平 敦 ・ 新 原 晧 一 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金






89-016等 組 成M-Ru(M=V,Nb,Ta)合 金 塚 本 武 彦 ・ 小 山 晋 之 日 本 金 属 学 会 誌
































































番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
89-035KNbO31jl結 晶 の 育 成 と 非 線 形 光 学 村 田 浩 一 ・ 熊 谷 博 彦 光 学18(1989),
鬼 頭 信 弘 ・ 田 辺 譲148-149








89-038液 体 浸 透 法 に よ るNb3Alの 線 材 化 と そ のJ。 斎 藤 栄 ・ 池 田 圭 介 ロ 本 金 属 学 会 誌
特 性 永 田 明 彦 ・ 和 泉 修53(1989),333-338
89-039ク ラ ッ ド ・チ ッ プ 押 出 し法 に よ るNb3A1の 斎 藤 栄 ・ 池 田 千 里 目 本 金 属 学 会 誌









89-042ア ニ ー ル に よ るPtMnSbの 磁 気 カ ー 回 転 角 の 高 梨 弘 毅 ・ 藤 森 啓 安 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌
増 大 に 関 す る 考 察 渡 部 順 ・ 庄 司 益 宏13(1989>,179-182
永 井 愛 作
89-043ア モ ル フ ァ ス 合 金 の 化 学 的 性 質 と そ の 応 用 橋 本 功 ニ ハ イ テ ク イ ン フ ォ メ
x一 シ ョ ン(1989),[1]
3-15
89-044新 し い 耐 食 材 料 に よ る 表 面 コ ー テ ィ ン グ 橋 本 功 ニ メ イ ン テ ナ ン ス
(1989),[1]35-39



















89-051Ni-Zrお よ びNi-B系 非 晶 質 合 金 の 機 械 的 性 質 那 須 稔 雄 ・ 長 岡 邦 夫 日 本 金 属 学 会 誌
富 塚 義 幸 ・ 丹 羽 英 樹53(1989),1-7
安 喰 功 ・ 菅 沼 栄 一





































89-061Ni3Fe単 結 晶 の 機 械 的 性 質 と 規 則 化 過 程 高 杉 隆 幸 ・ 江 口 立 彦 日 本 金 属 学 会 誌
吉 田 光 彦 ・ 和 泉 修53(1989),34-41
89-062Ni3Fe多 結 晶 の 機 械 的 性 質 と 規 則 化 過 程 高 杉 隆 幸 ・ 江 口 立 彦 日 本 金 属 学 会 誌
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